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高橋昭善 ・大森雄治著

三 浦半島海藻図 鑑ー海藻は海からの手紙一

三浦半島は，東京湾湾口に位置しているために，半島の東側・ 東

京湾内に面した「内湾性地域j，半島突端音1¥の外洋に面した「外洋

性地域j，半島の西側・ 相模湾に面した「外湾性地域」に分けられ，

それぞ?れの地域ごとに環境条件が異なっているため，違った海部類

が分布している。そのために，比較的狭い地域でありながら，数多く

の海藻類が分布し，日本全域に生育してし喝種類も多数見られている。

図鑑の巻末につけられている「三浦半島海藻目録」には， 緑r:~~類

が 57 種類，褐部類が 83 種類，紅~J~類が 24U彊類挙げ、られている。

これらの~Iこlから， この地域で普通に見られる種類を選び， 27甑類の

緑藻類， 53種類の褐務類，101種類の紅藻類が，まとめられている。

B6 判とし斗大きさは，決して大きいものではないが， 多少1! l~翌日をす

れば上着のポケットに入れることもでき，野外での利用に便利である。

しかも，このような大きさでありながら， 1 頁に 1種類ずつが載せら

れているので，写真が大きく，見易い体裁になっている。

また，この図鑑には["海藻は海からの手紙」という副題がつけら

れている。この本の「はじめ」の中に「アラメやカジメは海水中の

透明度や魚介類の豊かさ，アオサ類は海の汚染，ワカメは海水市l，

アマノ リ類は海水の栄養塩類濃度，稀少種は潮流や気候の変動な

ど，貴重な海の情報をもたらしてくれる。まさに，海藻は海からの

手紙である」と述べられているが，この一文には，いみじくも著者の

海離に対する姿勢がにじみ出ている。

著者の一人，高橋さんは， 1997年に小学校校長の臓を退職な

さるまで，長い間横浜市で小学校の教埴に立たれるかたわら，地

元， 三浦半島の海藻類の調査を精力的にお進めになり続け， 1982 

年には「神奈)11県三浦半島沿岸海部目録j (51 pp.)を， 1988年に

は，これに手を加えた「神奈川県沿岸海部目録j (60 pp.)を自白
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でtl:¥版なさっている。このようなお仕事とともに，長年，相模泊、海

藻調査会を主宰なさりながら，多くの海藻愛好家の指導ばかりでな

く，自然が好きな子供たちへ海藻観察の手ほどきをなさってきた方

でもある。そのため，この本の随所に綱nかい心遣いがにじみ出てお

り，例えば， 全体の写真からで、は名前が付け難いホンダワラの'('1'1より
では，それぞれの特徴が出ている拡大写真が付けられており， 区別

の見分けがしやすくなっている(右写真)。

表日本の太平洋側中部で海藻類の観察 E 
をなさる方々ばかりでなく，全国の海藻愛

好家にとっても非情1こ便利な手引き書とし

て利用できる|豆|鍛である。しかも，博物館

のl上リ仮となっているために，頒布filli格が

800円という安さも嬉しい。ご希望の方は，

下記に問い合わせて頂きたい:

238-0016横須賀市深田台 95 杭須賀

市自然 ・人文博物館 。046-824-3688
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水 環 境の今 と未来一説類と植物のできること一

本書は，2009年 l月に神戸大学において開催された公開シン

ポジウムの内容をもとに執筆されたもので、ある。 陸域 ・海域の水

環境の現状と問題点，藻類や水生植物の生理特性，さらに部類の

生物工学的な利用に向けた研究の動向や課題など，多|岐にわたっ

たテーマについて，藻類や水生植物に馴染みのない読者にもわか

りやすく解説されている。第 1誌では，大阪湾が大型藻類にとっ

ていかに生育しにくい環境であるかを分析し，実際に行われてい

る環境改善の取り組みについて紹介している。第 2，3挙では，

水生植物の多様性や生理特性，保全や利用の取り組みとその問

題点について解説されている。第4，5掌では，藻類を介した水

圏環境の再生について，垂直護岸における藻場造成，アオサの有

効利用による循環型社会形成，発電所の冷却水としての海洋深層
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酸などの有用物質合成など，最先端の話題を提供している。各誌

がコンパクトにまとまっており，水圏lJi'1境における龍類や水生植物

の重要性や生物資源としての可能性を学ぶための導入古ーとしてM

水利用など，ユニークな試みが提言されている。第 6""8詣では， 適であるといえよう。
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